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コレスポンデンス分析と英文分析について 

 コレスポンデンス分析とは、分割表の行成分と列成分の相関をできるだけ大きくするよ

うに行成分と列成分に係数を付け、それを各成分の第 1 軸の値とする。また、その係数と

は独立に次に相関を大きくするように行成分と列成分に係数を付け、各成分の第 2 軸の値

とする。これを繰り返すことにより、各成分の空間配置を決めて行き、どの成分が近いか

を調べる手法である。 

 例えば図 1 のデータから、行と列の成分の関係をコレスポンデンス分析によって求める

と図 2 のようになる。 

 

図 1 データ 

 

図 2 分析結果 

 ここで述べたコレスポンデンス分析の手法を英文分析に活用してみよう。まず、各テキ

スト（教科書や本）のデータから、テキスト毎に図 3のように言語頻度を取得する。 

 

図 3 テキスト言語頻度 
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このデータを College Analysisのページ毎に図 4のように貼り付ける。この例では 3つの

教科書のデータを取り込んでいる。 

 
図 4 各ページの貼り付け 

次にエディタメニュー［ツール－単語数比較ツール］を選択し、図 5 の単語数比較ツール

メニューを表示する。 

 

図 5 単語数比較ツール 

必要に応じて設定を変えて、実行ボタンをクリックすると、各テキストのデータをまとめ

て図 6 のような結果を出力する。ここで結果は単語数の合計の多い順に出力されている。 

 

図 6 単語数比較表 

この表を Excel に移し、専門家が不要な単語を除き、必要なデータまでを選別する。テキ

ストにより語数が異なるので合わせることもできる。結果を図 7 に示す。 

 

図 7 選別されたデータ 
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 ここから実際に演習をしてみましょう。このデータについて College Analysis にコピー

する。メニュー［分析－多変量解析他－分類手法－コレスポンデンス分析］を選択すると

図 8 のような分析実行メニューが表示される。 

 

図 8 分析実行メニュー 

変数選択ですべて選択し、軸を設定し、その下の「行」チェックボックスを外して、「コレ

スポンデンス分析」及び「散布図」ボタンをクリックすると、図 9 のような結果が表示さ

れる。 

  

図 9 分析実行結果 

最後に、この結果を他の分析手法である主成分分析、因子分析、クラスター分析と比較し

てみよう。図 10 にそれぞれの手法で表した分類を示す。但し、因子分析は因子数 2 の主成

分法でバリマックス回転をした結果、クラスター分析は距離を 1-相関係数、最長距離法を

使用した結果である。 

 

図 10 主成分分析、因子分析、クラスター分析結果 


